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会 派 活 動 報 告 書 

令和３年４月２３日 

 

 岡谷市議会議長 

  渡 辺  太 郎  殿 

会 派 名 誠 風 

代表者名 小 松 壮 

 

令和２年度における岡谷市議会 会派「誠風」の活動について、下記のとおり報告いたします。 

活 動 項 目 活 動 内 容 及 び 活 動 の 実 績 と 効 果  

1.調査研究 

（視察等） 

令和２年度も例年と同様、先進地視察等計画しましたが、新型コロナウイルス感

染症拡大に伴い、実施を見合わせました。 

Ⅱ.研 修 

（学習会等） 

（1/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１.草間 三郎殿を招いての勉強会 

研修場所：市役所第２委員会室      

日  時：令和２年８月２６日 午前１０時～ 

講  師：元セイコーエプソン株式会社代表取締役社長 草間三郎殿 

 

(1)研修内容 

 岡谷市含む諏訪圏域自治体運営の分析、産業振興の課題、広域連携のあり方、 

教育への思い、スポーツによるまち起こしなどについてお話を伺いました。 

(2）評価、感想 

  これまでの議員としての取組み方について反省させられ、また議会・議員活動の

あり方を学びました。 

  

               講習会の様子 
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Ⅱ.研 修 

（2/3） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２.小口 敏高殿による勉強会 

研修場所：市役所第２委員会室 

日  時：令和 2年 8月 27日  １６：００～ 

講  師：小口税務会計事務所 所長 小口 敏高殿（元岡谷市監査委員） 

 

（1）研修内容（決算資料の着目点について） 

・統一的な基準による地方公会計制度について 

 現在の公会計制度について、単式簿記と複式簿記のちがい、複式簿記の重要

性、そして、４つの指標（資金収支計算書、貸借対照表、行政コスト計算

書、純資産変動計算書）の性格と分析など、決算審査に向けて各指標につい

て勉強をしました。 

 

（２）評価、感想 

・公会計制度がどのように取り入れられて現在に至ってきたのか、かなり深い

お話が聞けて勉強になりました。また、各指標が持っている性格や分析の仕

方についても会計士の目線でのお話が聞けたことで公会計についての理解が

進みました。 

・財務 4表について重点的にお話をしていただき、それぞれの持っている役

割、重要性など、改めて決算審査に向けて学ぶことができ大変有意義な勉強

ができました。 

・今後もこのような機会を設け公会計についてさらに理解をすることで、岡谷

市の決算状況を深く分析しなければならないと思います。 

 

３.浜 幸平議員によるズーム会議勉強会 

  実施日時：令和３年１月１４日 午前１０時～ 

  実施場所：誠風会派室 

  講   師：岡谷市議会議員 浜 幸平氏  

 

（１）研修内容 

    ・ズーム会議の初歩的なパソコン操作方法について学びました。 

 

（2）ズーム会議の実施 

   ・会派内でのズーム会議を実施しました（２回開催）。 
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Ⅱ.研 修 

（3/3） 

  

講習会の様子 

 

４.「諏訪地域におけるドローンの活用と現状について」の勉強会 

  実施日時：令和３年２月８日 午後１時３０分～ 

  実施場所：全員協議会室 

  講  師 ：ＮＰＯ法人諏訪広域ドローン協力会 

       副理事長 横山 真 氏（諏訪市議会議員） 

 

（１） 研修内容 

   「諏訪地域におけるドローンの活用と現状について」 

    ①ドローンお有効活用（ドローン映像等） 

    ②ＮＰＯ法人諏訪広域ドローン協力会について 

    ③災害時等における協定の状況 

     （諏訪地域 3警察署との締結、諏訪市との防災協定締結） 

    ④航空法の説明 

    ⑤操作方法 

(2）評価、感想 

    会派の勉強会として計画しましたが、他会派の議員にも勉強になる 

内容かと思い、広くお声がけをし、多くの議員及び担当課の職員の方にも

参加していただきました。 

初めに、ドローンで撮った空撮の映像を見て、今まででは考えられな 

い目線で見た映像の素晴らしさに感動しました。 

また操縦が簡単なドローンではありましたが、参加者全員がコントロー 

ラーを手にし、ドローンを実際に飛ばすことも体験しました。 

世の中ではドローンの活用は空撮だけではなく防災・災害対応・遭難者 

捜索・人名救助など多岐にわたり実用や実証実験が進められております。

岡谷市においてもドローンの勉強を通じて、色々な角度からの使途を 
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研究し、採用する価値は大いにあるものと感じました。 

   

講習会の様子 

Ⅲ.広報・広聴 

（1/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会派 誠風 どこでも相談室 

  年間計画の中に、昨年１２月開催の「どこでも相談室」を８月から毎月実施 

することを盛り込みました。以下に実施状況を報告します。 

 

(1) 目的 

市民の皆様が気軽に立ち寄ることができ、議員と気楽な話もできる場を設け

たいという思いで、この相談室を開設しました。 

また、開催場所を固定することで、市民が気楽に参加できるように配慮しま

した。 

（2）開催場所 

・イルフプラザ３F 

（3）開催日時 

  ①令和２年 ８月２３日（日）１３：００～１６：００ 

        担当者 山崎 仁、大塚秀樹、田村みどり     来場者 ３名 

  ②令和２年 9 月２０日（日）１３：００～１６：００ 

        担当者 小松 壮、今井義信、早出一真,中島保明  来場者 ３名 

  ③令和２年１０月２５日（日）１３：００～１６：００ 

        担当者 山崎 仁、大塚秀樹、田村みどり     来場者 ４名 

  ④令和２年１１月２９日（日）１３：００～１６：００ 

        担当者 小松 壮、今井義信、早出一真、中島保明 来場者 ３名 

  ⑤令和２年１２月２０日（日）１３：００～１６：００ 

        担当者 山崎 仁、大塚秀樹、田村みどり     来場者 ２名 

        ※令和３年１月、２月コロナウイルス蔓延のため、中止 

  ⑥令和３年 ３月２１日（日）１３：００～１６：００ 

        担当者 小松 壮、今井義信、中島保明      来場者 １名 

⑦令和３年 ４月１８日（日）１３：００～１６：００ 

        担当者 山崎 仁、大塚秀樹、田村みどり     来場者 １名 
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（4）相談者からの依頼と対応 

①相談：来年中学生になる子供を学区内でない中学校に入学させたい。 

対応：行政に確認したところ、いじめなどの理由がない限りは基本的にルールに

沿っていただくということで理解していただいた。 

②相談：病院でのリハビリが退院後に利用できる施設が少ない。 

対応：議員の一般質問にて行政に依頼した。 

（5）相談者の要望・感想 

・議会だよりが以前より見やすく、今後に期待する。 

・「ふくしー」の効率的な方法を考えて欲しい。(行きはよいが帰りが困る) 

・商店街の活性化を考えて欲しい。 

（6）今後について 

    令和３年度についても、コロナウイルス感染症の状況を見ながら、令和２年 

度の反省を踏まえ、改善を加えて開催してまいります。 

市民からの意見聴取と意見交換をより積極的に進めるために、あらかじめ相

談のテーマを絞って開催することも検討しています。 

 

 

    

 

    

 



 

6 

 

 

【活 動 実 績】 

 ※会派活動報告書は年度ごとにまとめ、年度当該年度の収支報告書の提出に合わせ議長に提出するものとする。 

 ※議長は、提出された会派活動報告書を収支報告書と同様に公開するものとする。 

    

活動の様子 

 

Ⅳ.要請･陳情 1.令和３年度予算編成への要望書 

予算編成前の令和２年１０月２８日に市長宛てに要望書を提出しました。 

内容は第 5次岡谷市総合計画前期基本計画の六つの基本目標についてと、国、 

県の事業に対する推進要請の計７つを大枠に構成し、１０分野７４項目にまと

め、別項目として新型コロナウイルス感染症対策の要望５分野１２項目を提出し

た。 

 

２.会派から提出した意見書 

（１）新型コロナウイルス感染症拡大に伴う地域経済対策に関する意見書 

（２）新型コロナウイルスワクチン接種に関する意見書 

    （令和３年３月定例会にて原案可決 県・国へ提出） 

 


